
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                                               

                 今年度もあとわずかですね。この 1 年の状況をお知らせします。来年度も学校図書館と子どもの読書活動の支援を頑張ります。 

                                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                          

出雲市学校図書館支援センターだより  NO.５       平成３０年 3 月２０日発行 

 出雲市市民文化部出雲中央図書館 子ども読書推進係（学校図書館支援センター）  電話２１－６２７１ 

 

読書活動への支援 

 

 

子ども読書活動支援事業（おはなしゆうびんやさん） 

実施件数（平成３０年２月末まで） 

 

ストーリーテリング実施件数 ３６０件 

（保育所・幼稚園等も含む） 

 ブックトーク実施件数     ８３件 

 

子ども読書活動支援専門ボランティア養成講座 

小中学校などに派遣するための、ブックトークやストーリー  

テリングを行う専門ボランティアを養成しています。今年度は、  

専門ボランティアとして活動している方に向けた講座を実施しまし

た。現在、４５名の方がボランティア登録されていますが、来年度

は、新たな人材を育成するために、初心者向けの内容で開催する 

予定です。興味のある方は是非、ご参加ください。 

 

長浜小学校6年生 

ブックトーク 

斐川西中学校2年生 

ブックトーク 

支援状況の推移 

①支援数(相談等を含む)         単位：件 

平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 
2/28 時点で 

比較 ５２２ ６１９ ６６１ 

②小・中学校への団体貸出冊数   単位：冊 

平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 
2/28 時点で 

比較 ２０，６５１ ２０，９３０ ２２，１２８ 

 

子ども読書活動支援事業(おはなしゆうびんやさん)実施状況 

年々、学校等からの依頼が増え、読書活動支援への理解が深まって 

いると感じます。今年度は定期的に実施する学校がある一方、中学 

校からのブックトークの依頼が増えました。 

ストーリーテリングは、高学年や中学生が楽しめるお話もあります。 

どうぞお申し込みください。 

 

派遣した学校からの感想を紹介します 

★やんちゃな子ども達が息をのんでお話を聞いて 

いる姿にストーリーテリングの素晴らしさを改め

て感じました。目からの刺激が多い現代社会にお

いて、耳から全神経を集中して聞くということの

大切さ…やっぱりストーリーテリングはいいなあ

と思いました。（小学校） 

★とても有名だけれど、意外と生徒たちが読んだ

ことのない本をたくさん紹介していただきまし

た。読書好きな生徒が多くいますが、その生徒  

たちがよく手に取っているのは、今話題の作品が

多いので、これをきっかけに昔から読み続けられ

ている名作にも少し触れてくれるといいな…と 

思いました。（中学校） 

今年度は例年に比べ、中学校への授業用資料の貸出が増加しました。

市内中学校における学校図書館や図書資料を活用した学習はまだ少な

く、「どのように行えばよいのか…」と感じておられる先生も多いの

ではないかと思います。実施されてよかった事例や資料がありました

ら、ぜひ情報をお寄せください。 
 

＜平成２９年度 中学校への貸出＞ 

学年 内容 

１年生 ヨーロッパに関する本（社会） 

１年生 松江の伝統文化・観光施設や島根大学についての本 

２年生 松江城に関する本（遠足の事前学習） 

２年生 京都についての情報が載っている本（修学旅行） 

３年生 乳幼児向けおもちゃを手作りする際に参考になる本 

３年生 対象年齢ごとの違いを比較できるような乳幼児向け絵本 

３年生 保育・幼稚園でのよみきかせの参考にする絵本 

３年生 出雲の伝統工芸に関する本 

３年生 絶滅動物・野生動物に関する本（国語） 

この他、美術の授業や、部活動、委員会用の貸出もありました。 

 

資
料
活
用 

学習（単元）での 

   

 

《台本の参考にした資料》 

『英語が身につく絵本わくわくストーリーズ１ 

   魔法の地図で世界旅行』 澤田 暢／作 岩崎書店 

『ぼくのいぬがまいごです！』 

エズラ・ジャック・キーツ、パット・シェール／作・絵  

さくま ゆみこ／訳 徳間書店 

 

                

 

紹介します 塩冶小学校４年部の活動 図書館資料を活用した学習発表会台本づくり(原稿協力：木戸政美先生) 

学習発表会

当日の様子 

《台本ができるまで》 

総合的な学習の時間に調べたことを、学習発表会で発表する

ことにしました。しかし、そんなに都合よくぴたりと合う学習

発表会用の台本なんてありません。そこで、真っ先に頼ったの

が学校図書館でした。「外国のことを紹介する発表にしたいん

ですけど、使えそうな物語ありませんかねえ。」すると、学校

司書を通じて、学校図書館支援センターからすぐに本が届き

ました。どの本も、違う言葉や文化をもつ人同士が出会い、 

 

違いを乗り越えながら、ともに目的を達成するという内容

で、思い描く台本のストーリーにぴたりと合うものでし

た。これらを読み比べた結果、児童が調べたことを発表す

る場面を入れやすい、『英語が身につく絵本わくわく 

ストーリーズ １ 魔法の地図で世界旅行』という本を 

ベースにして台本を作りました。おかげで保護者の方にも

喜んでいただき、よい発表になりました。 

 

 

 

長浜小学校６年生 

ブックトーク 

斐川西中学校２年生 

ブックトーク 


